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『狂歌百物語』 にみる江戸時代後期の立山観

奥澤 真 一 郎

はじめに

立いは、 古くより富士山 ・白山と並ぶ「三？虚山」

の1つとして、 全国的に知られていた。

「極楽浄土」が同時に存在し、 特に地

その立山に

は「地紘」

狐の紙観や平安時代以降、 盛んに編怒された説話集

などにある立山地狐の描写は当時の人々に大きなイ

ンパクトを与え、 以後の日本人の思想形成にまでも

大きな彩愕を与えたということも言うまでもない。

特に平安末期に袖築され た 「今昔物語集」には、

立山を肌台とする説品が5 J舌あり、 そのうち立山地

歓に堕した人が、 仏法の力によって救済されるとい

う話が3 ,; 舌、 立山に参詣して祈晶あるいは修練した

ことを品した ，］舌が2話ある っ I) また、 室町時代に成

立した謡曲『袴知島』は、 世阿弥の作といわれ「立

山へ行けば死者に会って話ができる」、「富との交伝

という 、「立山地は説話」に「津軽の珍ができる」

と

島伝泌」

「片袖幽氣＇ふ憫」

さらにその2つの伝承を結びつけている

など、 前時代からの伝承をベ 一 スに

巧みに描かれている名作である。 2

(2008) 年に京極以彦・ 多田克ところで平成20

美紺箸「妖怪画本 狂歌百物語』（以下、「妖怪画本j

とする）が、 国苫刊行会から出版された。 底本は嘉

永6 (1853)年刊「狂歌百物語』 であるが 、 この

本は96種の妖怪や怪奇現象など を枇題として、 梨

った狂歌を挿絵とともに掲叔した狂歌集である， 前

掲「妖怪画本jは収録されているすべての狂歌の翻

刻や挿絵およびJit題について、 解説を加えた労作で

ある。

『狂歌百物語」この

にある

の中には枇題として、「立山」

が取り上げられている。本稿ではこの『狂歌百物語J

「立山」を加題とした狂歌について臭体的に

検討し、 古代から近世に受け継がれてきた

紘伝承」の思想をふまえて、 特に近世後期の江戸の

人々がそれをどのように受け止め、 理解してきたの

かということを、 検討してみたいと考える。

写兵① 『狂歌百物語j�it題「立山」
（富山大学付屈図：芥館蔵）

「立山地

の挿絵

1 • 富山大学ヘルン文庫所蔵本について

嘉水6年刊のr狂歌 百物語」 は全8編からなり、

国会図古館をはじめ渚本が確認されているが、 その

うちの1つが上紬 ・ 中編 ・ 下編3冊にまとめられ、

8細すべて揃って富山大学付属図：, I ;: 館のへ）レン文庫

に収められている。 今回、 同大学付屈図苔館のご協

力を得て、 瀾査をさせていただ＜ことができた。

このヘルン文庫については、 大正13 (1924)年に

開学した旧制直山邸等学校（現富山大学） の初代校

長、 南日恒太郎氏が、 実弟であり小泉八砧�の邸弟で

もあった田部隆次氏から、 小泉家が 1月束大震災の彩
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愕で、 故八£の蔵：�Ir-の維持管理に危惧を感じ、 譲渡

の慈向をもっていることを/JUき 、 同・,ir-の肪入の意志

を表したことに始まる。 肋人森金は束岩瀬町の馬楊

はる氏が提供し肋入した蔵・，りを同校のl)f.j校記念に寄

贈して、 ヘ ルン文wとなったものである 。：＂鳥拗氏

は江戸時代からの北前船交易や、 それ による魚肥

（鰊） の販元で財をなした、 いわゆる地方財閥で、

歴代の当主は鉗族院議貝を勁めた。

さてヘルン文｝屯所蔵「狂歌百物語」であるが 、 主

な内容は以下のとおりである。

表紙 笠色、 無地、 縦22.0cm X横15.5cm

迎篠 左）dに貼題篠。 無枠白地に「狂歌百物

語 上紺」、「狂歌百物語 中甜」、「狂

歌百物語 下紺」

甜箸者 天明老人尽語楼

挿絵 滋斎l渕人正澄

呉付 なし

蔵，
I \:印 「緊のや印」 ・ 「小泉八‘兵」

なお保存状態はきわめて良好で、 史料的価値も非

常に翡いと考えられる。

この「狂歌百物語』について、 小泉八出は非'i位に

邸味を持ったらし く、 特に気に入った48首をとり

あげて英沢し 、「ゴプリン ・ ポエトリーjという題

で出版した。 ＇＇さらにその労性は、 小泉八出の実子

である小泉 一 雄氏によって、 八出没後30年を記念し

て昭和9 (1934)年に「小泉八三灯秘令ふ茂本 妖）総滸

話」（以下「 妖）総詩話』とする）という辿で、 邦文

解説も併せて、 上梓されている。 また物理学者で随

喰家の寺田寅彦が、 この「妖I砥詩話」に!xiiして、 苫

評を ，';-いている。 その中で、 寺田はヘルン文凪蔵の

r狂歌百物品」について、 小泉八孟氏の夫人が古本

届から掘り出してきたといったエピソ ー ドも紹介し

ている。 ＇，

蔵・，序印については、「製のや印」 と 「小泉八ば；」

印の2つがある。 このうち、「繁のや印」に!Ydして

は、 おそらく江戸時代の11本届の蔵， l ド印であろうか

とも思われるが、 残念ながら其体的な1'iり報を持ち合

わせていない。 是非とも、 ご教示を賜りたい。

2. 「狂歌」と「百物語」について

狂歌については言うまでもないが、 近世中明から

後期にかけて、下級武士から町人らが中心となって、

江戸で大流行した「三十 一文字」の文芸である。 天

明初(1781)年までには、 当代の人気役者、 歌舞伎

役者、 また公訊fの遊里新吉原のIYJ係者ら、 さらには

旗本等、j•,'_;j位の武士や大名家の子弟までをも巻き込

んだー大流行となって、数々の作品が生み出された。
＇＇，このころの狂歌は、 後にその作風から「天明湖」

とか「天明狂歌」といわれるようになったc

しかし多豆政期以降になると、 これらの江戸を発祥

とする文芸は、 松平定位による 一 辿の改革のために

埃滅的な打除を受ける。 その後は喰を折る者も現れ

るなど、 かつてのような勢いは見られず衰退し 、 現

代に至っては川柳の隆盛と比べて、 ほとんど泳まれ

ることはなくなってしまつている。 その中で「狂歌

百物品」は硲末の加永6 (1853)年刊行で、 四角固
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卒翁の祓文にも「天明の古つヽ,· らを開き、 題号•とな

し ・ ・ ・ 」とあるように、 すでに流行が廃れて久し

い時期の刊行ではあるが、 大作であり狂歌界が放っ

たi立後の 一 花といえるだろう。

天明狂歌が大衆化するにつれて、 ；•,':j点を談い合う

狂歌合や、 その成果を示した番付の刊行といった遊

戯的な1化しが盛んに行われるようになる。すなわち、

不特定多数の人々を対象としてチラシ等で配布した

康題によって入花を荻りはj点を並わせ 、 その得点に

よって参加者を配列した番付とその狂歌をまとめた

本を刊行するという述営形態が成立していくのであ

る。 7

ー方、 祓文中に「ぬば玉の 1 剖に百怪を語れは、 其

験有とかや ・ ・ ・ 」とあるように、 百物語とはもと

もと怪淡会の形式の1つであり、 行灯に100本の灯

心を入れて怪談を品り合い、 1話終わる毎に1灯を



消し、 語り終わって真っ暗になったときに妖怪が現

れるという俗盈にもとづくおなじみの遊びである。

狂歌の座をIJfl <ことと、 百物語の座を開＜こととい
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う江戸の人々が好んだ2つの催しが次第に融合して

いったのは、 ごく自然なことであろう。

3. 天明老人尽語楼について

天明老人尽語楼は天明元 (1761)年江戸に生まれ

「狂歌人物誌』ヽlでた。 四世絵馬屋額庫iiiの著による

は次のように紹介しているので、 天明老人にl1dする

部分を引用する。

天明入迫は天明老人とも呼へり。 姓は小問切氏

にして、 通称を甚五郎といふ。 元来大工なりし

が、 狂歌を好みて、 はやく天明の頃より当時有

名の狂歌師と交り、 狂名を下手内匠といひ、 別

号を尽語楼また飛弥山人といへり

むさし野、月はむかしにかはらやの

から翔を出てから草にいる

この歌は尤も得意の吟にして、 人も坪せし秀詠

也。 茄永安政の頃を盛にして、 山城河岸の香以

（注、 細木香以）に愛され、 日本杭箔屋町の庵

に狂歌指南所といふ石板を掲げて、 社中を小槌

側といひ、 あまたの門人を取立て狂歌をもて一

種の菜とせしこと昔より狂歌党兵頷とこの天明

老人の二人とす。 当時初代立斎広重も天明入迫

に就て狂歌を詠し故、 箸：；作は多く広重の画を用

ひたり。 文久元年五月十四El没す。 享年八十一
』・・

ー 亀

｝成。 ． ． ． 以下略 ． ． ． （句読点、 注烈・苫きは

喰者による）

これによると、 天明老人尽語楼は、 歌川広重をは

じめとして、 故多くの門人をかかえ、 狂歌指南を生

業としていたようである。 さらに判者もしくは1骰主

として枇題を提示し、 入花料をとって作品を一般公

硲し、 遥んだ秀作をもとに摺物や歌集を刊行してい

たようである。 また「狂歌江都名所図絵」 いなどの

狂歌梨も自ら組者となって刊行し、 当時の狂歌界に

おける第 一人者としての地位を確立していた。 狂歌

史的に見れば最後期に当たる時代に成立した「狂歌

百物語」がこれだけの大作に仕上がったのは、 尽語

楼の力禁によるところが大きいであろう。

4. 「狂歌百物語」の内容について

さて

にす るし

る。

「狂歌百物語」の内容について述べること

まず序文 ．祓文の翻刻を以下に とりあげ

序文

幽虚に時代世活をわかちたるは、 乳｝衣の作者

の恐ろしき働きにして、 狂：.i'立に男女の·l' i'博木をし

わけたるは戸板返し、俳製（わざおぎ）の骨折、

そつとするしうちになん。 その狂文は 一 裔奴の戯

場（かぶき）

石な るへきと。

に等しければ、 狂歌又萬物の影鵡

此頃小槌座の太夫元、 題摺の役

割を出して、百物語の紹き、狂言を興行するに、

四出しの逹者たち、 Jft近の役不足をいはす、 出

籾の新詠に妙案の工夫をこらす ＇ド、 梅光いまた

（だ）巧みを尽さず、 南北かつて笠を立さるの

所、 宜に作者の苦心すこ（こ）いものと謁いっ

へし。 されは（ば）打出し満尾のシヤギリ迫、
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人魂の呼、糸引き切らすしかけ 、 焔煙の立?iりえ

せす、 ドロドロの大入疑ひなしと、先つ益明た

初日から先を見越之入道に代つて 、 其為口上述

る者は、何廼舎のあるじ香以山人。

□口迫人―
, IJ:

玉くしけ 、 箱根向ふより仕入れ持参し、お化

の荷物、盗明けわたる天とうほし。てん とう任

せの並へみせ。船幽：.,'店の竹柄杓、お菊のかそヘ

る皿せはち、ろくろ臼の衣紋竹 、 文福茶釜の茶

ほ うじ迫、 天明風と文政風俗 、 何てもかてもよ

み取見取 、 三十 一字の点の安買 、

の評判 、 評判

も、んち、い

（打出の小槌の朱印）

践文

ぬば玉の 1 悧に百怪を語れは 、 其験有とかや。

妥に蜀山のl"Jより出たる尽晶老人、大入迫 と化

してそこに顕れ、 1屈（か） しこに顕れ 、 何の集

会にも洩ることあらさりけり。然るに文政の頃

箱根向より野夫（必） けもの米り 、 八街に跨り

良もすれはi-::jけり。けんつるし 、 と叫ぶ其住口

ロ舷に等しく、llrJき わけ難き に似たり。足か為

に沿稽暫く怠りに たるを、Jlt弾内匠、エ（たく）

みをまうけ、天明の古つゞらを 1開き題号となし

兵生戯咲歌の集会を1韮□ 、 すみか裳みしも、か

の けもの、八ヽn敷に たらぬ洞穴、あな おかし、

穴面白と、こは い物見たしにはあらで 、 入迫ど

もとちか らを合せ 、終日ィ反す がら披口の芸、
9・l,ヽ I

切しく賑に 、 化物J至敷の店貝斗。 されど狂歌

のり本複古ー 変せしのみな らず 、 八即迫乃辿紹 、

大切とやいはん っ 大鵬とやいはむ天明老人、ひ

とつ穴のむじな 、 狸の毛( ,.在のこと） を持て誌す。

)'冶永六とせ乃冬 武蔵野之奥 四角図

）内は窄者補足。一部判，］店できな い文字があったc

「妖怪画本」版の翻刻では序文の窄者を 「迎斎追

人」としているが、 窄の迎ぴから兄て、 「泡斎」

は判泣できな いと考えた。

ところで、「此頃小槌座の太夫元 、 題摺の役割を

出して 、 百物語·の組き 、狂口を腿行するに・・・」

とか、「 JI忍弥内匠エみをまうけ、天明の古つゞらを

と

開き題砂となし、兵生戯咲歌の集会を催□ 、 すみか

営みしも.. ・ 中略・・・入迫とも とち からを合

せ、終H夜すがら披口の召、i誼しく賑に、化物／釜敷

の店貝斗」とあることから、狂歌師が一党に会して

狂歌を説む座が，没けられ ていたこ とが想像される。

また序文の「狂歌又；鴬物の嬰｝鵡石な るへき と・・・」

とか、 賊文にも「兵生戯咲歌の集会を1批□ 、 すみか

禅みしも ・ ・ ・ 」とあるように、狂歌そのものの特

四として、 それらが古典などの伝統や慈匠を踏まえ

っつ、 打てば押＜型はり石のように、当時の流行やt仕

相に敏感に反J必して創られる文芸であることを示し

ている

成り立っている

ところで1前述のように『�J遵た百物 ，沿』は8珈から

l甜につき 、12の加題が出されて

お り、合，；十96の,lit題が出されている 。それに応じた

高点をとったであろう、 挿絵中とまた各紺の末尾に

まとめて掲載されている各首の狂歌という梢成にな

っている。

枇屈については、「見越入迫」（初紺） 、 「憐股酋」

「IUl I丞倣」、 「 ＇且女J (いず れ も2珈）、「四谷於岩」

(5甜）、「のっぺらぼう」(8紺 ） などおなじみの妖

怪がほとんどであるが 、 中には「古戦拗」(3甜） 、

「 一 寸法師」(6紺）、「羅生l"J」(8紺 ） など必ずし

も妖怪ばかりが取り上げられているわけで はな い。

「立山」は第7紺の2番目に登楊している。

判 l 加乃里二I隠住
-- ,,:,. 11 -1・;J,J

5. r狂歌百物語jにみる 「立山」

Ji蝶0「立山」について見ると 、 まず挿絵（写兵①）

の右上には地紘谷を象徴すると思われる、地面から

立ち上る炎と、 その上に人の形をした＇ぷ魂が飛び交

うとい う「立山へ行けば死者に会って話ができ る 」
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「山中他界観」 といっ た、従米からの伝承をモチ ー

フとする絵が見られる。 また左側は、立山の険阻な

登拝路をひたすら登りゆく修験者といった、

また従来の立LIJは「修験の山」

のままの絵が見られる。

狂歌は挿絵中に14首、咎末にある

う項flに23直（写兵②）、

（ただし、

別表1

といったイメ ー ジそ

合』-37首が掲載されている。

］首は巫複している）

(JJ末別表1参照） は、37首すべての狂歌と

I悶辿する語•句や伝承、'it't用句などをまとめたものであ

るJ また狂歌各首には、1更直上、通し番りを付けた。

まず�a21の狂歌をここにあげる。

「•I;• 女かとみ越路の立：山を

ちらりちらりと凄き爾、品」

この狂秋にある「み＋越路」

であるツ「み」

とは、

という表現は r万葉

集」に見られる、 地名に接頌晶「み」をつけた用法

という接頭 ，；在は、

もるとさ れるものに接祓する晶であるという 10 .c 狂

歌のもついわゆる

であろうかc

これも

「越中立山」とい

本米ば．：的な力がこ

「函II簸」の要ぶが内低された 一首

まず狂歌師の出身地をlil!iに見てみるe 地名が表，ae

してあるものしか判明しないが、

見たこともないであろう。

れらの狂歌を詠み、

やは りこの時代の人々の

活動が盛んに行われ、

,','(加、駿府、 下毛

（野）、 京、江戸崎といったように、 関束を中心に広

い範囲にわたっていることが分かる c おそらくこれ

らの狂歌師は、実際に立山に登ったことは もちろん、

それにもかかわらず、こ

かつ歌慈を理解できるというこ

「立山」に対する認、

澁は、 共辿のものがあったのだろう c

もっとも近泄後期は芦前寺の宿坊によって、全国

的に廻松陀札泊動が行われていた時期であり、江戸

においても吉祥坊や宝呆坊などによって、廻村，！配札

これらの宿坊の衆徒は毎年牒

閑期に江戸に赴き、同地で数力月滞在し、 立山イ五仰

を布教していたことが、福江充氏の研究で明らかに

されている， II,

また芦iiりf寺ー山会所蔵の必水6年、宝泉坊俗音に

よる江戸の杭那軟や、 万延元年の古祥坊の江戸杞那

載なども現存していることから12,、

と一
c l 、

天明老人尽語楼

らが活趾した同時期に、江戸日本柏など中心部にお

いて、衆徒たちによって布教が行われ、江戸の人々

にもかなり立山佑仰が認知されていたのではないか

と考えられる。 今後江戸における衆徒たちの廻柏配

札活動がさらに解明されることが期待される。
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苺兵② 「越中立LIJ」（祉山大学付｝函区I .'l館蔵）

ここに才とか設されている狂歌のほとんどは幽

虚や地狐をあっかったものであるし 特に地はに関し

ては、紺届地紘、油/�地駄、針の山、 火卓、血の池

など立：山山中にあり、立山信仰にもゆかりの深い地

狐の名称が取り上げられている。

の多くは平安期の「往生要りこ」に取り上げられてい

る名称で、他の'./,::山とされた山にもみられるもので

あり、

これら地狐の名称

それ自体は決して珍しいものではないc しか

し近世後期になって、このように「立山山中の地駄」

として、 個々の名称が江戸の人々に知られるように

なったのも、 立．山衆徒たちの廻柏．陀札活動の結果だ

と考えられないか

別表2 （券末別表2参照） は、 近世後聞の越中に

関する紀行文などの作品に見られる、個々の地狐の

名称を示したものであるc 出板文化の発展などの理

由もあるだろうが、やは り近世後朋になって、盛ん

に立山地狐の名称が品されるようになっている， む

しろ人々の地狐に対するイメ ー ジは、没然としてい

た従米に比べて、実際に目にした人も増えて、より
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只体性を帝びて来たのではなかろうか。

ー方で、 そのような伝承を粕呑みにしないのが当

時の江戸の人々で、No 1、6、7、 9、10、14、17、

22などの歌はまさに「地駄の沙汰も金次第」を地で

いくような歌である13/ 0 

この点については、19世紀の江戸の世Jill�舌として、

立山の偽幽 ‘．品と恋に落ちて淡に迎えた両国柏近くの板

木彫り職人の佑品がしばしば取り上げられたという13) 。

その他、 たとえば応5の狂歌を以下にあげる。
，Jべ ,. "・

「なき人に逢ふも宜なり魂反す

薬売り出る越の立山」

これは「立山伝承」の「立山へ行けば死者に会っ

て話ができる」とか、「越中完菜」「反魂丹」「反魂

香」などの 工ッ七ンスが狂歌に込められているが、

当時、 芦餅寺衆徒が江戸で廻杭配札活動を行う際に

同時に反魂丹を頒布していたという：・ド実があること

からl•ll、 成立した狂歌ではないかと考えると、 非常

に興味深い。 ぁくまで推測に過ぎないが 、 そういっ

た点からも当時の江戸の人々にと って立山信仰は、

当時の人々の日＇常生活の 一部分として、 かなり松透

していたことが伺えるのではないだろうか。

狂歌は元々「枠」と「穿ち」を旨とする江戸根生

いの文芸であるので見詠み人はもちろん、 狂歌の

愛好者すべてにとってこれらの工ッ七ンスは「知っ

ていて当然」「知らな ければ嬰[-必」といったたぐい

のことであっただろう。 関東から京都までの広い範

囲に立山信仰が広まり人々の意品の中に定沿し、 そ

れを土台として狂歌という江戸を発祥とする文芸の

中に、 滋合していったということがいえるのではな

いだろうか。

おわりに

今まで見てきたように、「立山地狐伝承」は文芸

作品のテ ー マとなって、 江戸の人々の心に生き蔽け

ていたことがわかった。

残念ながら、 今回は狂歌に対する分析は全く不十

分で、「狂歌百物語」の成立背屎などもほとんど把

握できていない。 不伽な点をお託びし、 今後の研究

諜題としなければならない。

ともすれば、 江戸後期の文学は「立山地紘伝承」

を茶化した作品が多いとされる。 確かにそのような

点がみられるが、「立山」が狂歌の加題にな ったり、

有名な「金刃准t」や「越中楯山幽：忍邑茫昇寸」をはじ

め、 他の戯作文学の中で度々、 話題とされたりして

いるのは、 単に茶化しの面白みだけで説明しきれな

いのではないか。江戸時代、特に都市部においては、

f;/,i学や自然科学などの学問が発達した反面、仏教色

ss 

が薄まつて地荻や幽·.,'哀の存在が否定されつつあった

としても、 人々の心の中ではその存在を完全に否定

しきれず、 人間の力ではどうにもならない、 理解の

範店を越えた何物かの存在を無意磁のうちに愁じて

いたのではないだろうか。 それだからこそ、 妖怪や

「立山」などの恐ろしい物が、 次第に 江戸の町人文

化にもまれて洗練されていき、 人々の共迎の認、 1漑の

中で、 面白みが感じられる話題とな っていったので

はなかろうか。 ともかく今回は単なる話迎提供で終

わ ってしま ったが今後とも江戸時代の戯作文学にお

ける「立山観」について研究していく必要がある。

i立後に�it涎「5を気楼」にみられる、 越中に関する

狂歌を紹介する。

「月の貝ありその海の蛤は

ふくや;•,';j殿不老門めく」 綾のや16 I 
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No. 

1 

3 

4 

5 

7 

8 

， 

10 

11 

12 

13 

14 
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別表1 『狂歌百物語』所収の狂歌について

兼題立山
挿絵中の狂歌

上の句 下 の句 狂 歌師 狂歌と関迎する語句 価 考

やとはれて
足を添ふれば 立加 草加四角図は、「狂改百物語｝の踪文を舌＜成る立山の

幽霊に
い＜度も出る 四角固 四角図互翁

立山に
紺足地狂に

立山に行けば死んだ人に会える 弥生商雛群：文化10 (1813)年～皮応3 (1867)年。江戸
見る幽霊の 弥生疱 紺足の白袴・紺足地烈 出身。 細木呑以に愛され、 その父桃江図雛屯より弥生座3
白袴

落ちし人か も
死装束 代を許される。 巴水迎の判者。

立山の
宜こそ超の 駿府

以に出でる 松径舎：生没年不洋。江戸時代後期の俳人
幽霊は

中つ国なれ 松径舎

ちり松葉
針の山なす 松の栞 宝市卒：焚全升成（生没年不明）江戸時代後期の狂歌師。

幽霊谷に 宝市亭
つ もりては

越の立山 針山地獄 上総の人。江戸日本橋で料理圧を営む。

亡き人に
薬売り出る 下毛葉庇

立山に行けば死んだ人に会える
庇枝大菜：まばらな枝と大きな葉。 文菜を否く のに細かな

迂ふ も宜なり
越の立山 壺蝶疱花好

反魂丹 規則にとらわれないで伸び伸びと王をふる うことの例え
魂反す 超中売薬

ふ ところ の
幽盆にとて

火平
火の平なる 文語楼否松 火の平
くぐつ女も

江ふ立山
くぐつ女

打ち叩らす
地猛の沙汰を 銃

銃次第にて
語る1ら行者

宝遊子升友
地ほの沙汰も全次

立山の

下満の かりやす：イネ科の多年立。山地に群生し 、 忘さ約1メー トル。まは広舷形。

かりやす坂も
紺圧地猛も

弓のや
かりやす 秋、 茎の頂に枝分かれした稔を出す。古＜から焚色染科に使用。季沿 秋

詣る旅人 紺圧地以 弓の庄呑兄（はるえ）：文政10(1827)年～明治30(1897)年。
うちすぎて 江戸日本拾に住む。本名は芯岡祐輔。

立山の
酒代をやれば

地狂を廻る 神風や否則
案内者に

地蔵茂せり

染め四を
あつらへ向きの 紺圧地獄

取れば紺足の 芝口や
地獄にて

幽霊を出す あつ らえ

立山の
岡目に見ては

地獄の迫の 束風のや
案内衆は

凌き世渡り

亡き人に
思ひのむねも 小地は

ふたたび迂ふて
燃ゆる小地獄

文呂堂尚丸
立山に行けば死んだ人に会える

立山に

ふんどしの
全はちぢみて

越中ふんどし そうけだ ・ つ［総毛立つ］
名の越中の 五息密無事也 金立珪 〔「そうげだつ」とも〕恐ろしくて、全身に烏肌が立つ。身の毛がよ
物かたり

そふ毛立山 総毛立っ だつ。

やとはれて
足を元手の

出る幽霊は 芝口や 足（幽孟・お全）を迎想
立山に

細き世渡り
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越中立山（巻末に所収の狂歌）
No. 上 の句 下の句 狂歌師 狂歌と関迎す る語句 価 考

立山の
竹の根を掘る 石女地獄（癬数の芯て竹の根を要る）15 油地獄に
幽霊を見る

跡頼
油圧地獄 右上に「＋二」 と渓数字あり

燈心で

欲と罪
思へば涼し 喜楽：？ ～元治元(1864)年。 初代尾上松寿。 江戸末期の16 あ ら ざ る我は T'7•と·六泊：

極楽と 越の立山 歌舞伎役者。 天保10 ~安政3年以降に活躍。

立山の
全次第に て 明け六の鈍（全）17 地獄の沙汰 を 水穂

明け六ツの 見に廻る也 地獄の沙汰も金次第

鬼上布
きく旅人も 上布 （紀投様） 上布（じょうふ）は、細い麻糸を平織りしてできる、ざらざら した版り

18 織り出す越の
行く地獄谷

舌麻呂
虎の皮のふんど し のある上等な麻織物。紀や絣狡様が多く、夏用和服に使われる。

立山へ 四麻呂（歴）：享和2 (1802) ~明治14(1881)年。

足跡を
幽孟のみぞ 幽孟に足はな い19 いとへば雪の
行 き通ふら ん 三輪囚甘喜 おしまり山

立山は

幽孟も
刻み煙立の20 煙のよう に 櫻川慈悲有

見ゆるかな 名あ る立山

舌女
ちらりちらりと 牙�: 

方菜広に、用法がある。地名に「み」をつけた用例は「み熊野」、
21 かとみ越路の み超路：見越路・み＋越路「み吉野」など3 つ のみ接頭語「み」は孟的な力があるとされるも

立山を 凄き幽孟 花遊卒春駒 のに接続するという。

幽孟に
地獄の沙汰も22 迂い見ん事も
き かん立山 羽衣 地獄 の沙汰も金次第 右上に「＋」と；英数字あり

金次第

血の池 の
紅栞散り敷く2 3  流れ出で る と
秋の立山 神風や否則 血の池地獄

見えぬる は

立山を 見る目限ぐ�:地以の閣腐の庁の

24 見歩く
品の先にも

吉野山住
人頭怪（にんずどう）。り免（はたほこ）

見る目嗅ぐ科の
地はありけり の上に男女の口をのせたもので 、

亡者の益悪を判断するという。

佗行者の
娑婆の地獄を25 ひとつ咄に 大内亭参蕊 娑婆の地以：この世の地以

ふたつ泣き 見 しと立山

立山の
人や非迫の26 鍛冶足地以の
全 のばしけん 正女 鍛治圧地猛

責めに あ う

冥否に
叩海絞り：江戸時代に絞り染め生産の中心は有松地域であった

27 叩海絞り の
紺屈地狂を

甘丹亭甘記
叩海絞り が、正式な宿坦でない右松には旅人は停留せず、束海珀五十三

廻る立山 紺足地獄 次の一 つであった叩海宿においても販売を行ったことから、右松
浴衣沼て 絞りも江戸では専ら「叩海絞り」と呼ばれていた。

幽霊の
ぬけさる越の 江戸崎 江戸崎は現在の茨城県にある。28 足を見つけ て 足ぬけ

旅人も
立山詣 緑樹図 緑樹図元有：？～文久元(1861)年。

立山の
越中締めて

越中ふんど し
たふさき（栢品揮）：ふんどし29 地伐こわ しと 五菜回松哀 ふんどしを締めてかかる（気持

たふさき の
かかる旅人 ちを引き締めて事に当たる）

五葉図 松蔭：文政7(1824) ~明治27(1894)年

おそろしき
諸に を つけ し 西馬

下帯の緒
30 追国咄 し 緒に就く：物事の見通 しが就 志含（楽亭）西篤：文化5 (1808)~安政5(1858)。上野出身。

下帝の
越中立山 （楽亭西馬？） い て、事に当たる
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31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 
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上 の句 下 の句 狂改師 狂歌と関迎する語句 偏 考

下満の
紺足地獄も

かりやす坂も 綾乃厖 8 と同じ歌。 ただし8の狂歌師は弓のやにな っ て い る
うちすぎて

孟る旅人

毬栗の
地う汰へ廻る 毬栗

針をもふみて 水々亭楳星
登りけり

秋の立山 針の山地磁

蓮亜立
いかで地猛の 蓮亜草

仏の座まで咲
あなる立山

＾ 工

仏の座
き出ずる

地以落（と）し：ネズミ取りの一柱。
立山の

地猛落としを
餌に食いっくと、上から王い板が落

幽霊村の
懸けてこそとれ

菊好 ちてきて打ち殺す仕掛け。
荒れ践 幽盆村：越中楯山幽盆邑羽討（文

化4·1807年）、＋返舎一九の作

日送りに
紺圧地狂の 駿府 日送り 時雨：秋末から冬にかけてバラバラと通り雨のように降る雨

時雨 なしつつ
木々の満村 芝人 紺足地猛 上の句、立山の「山」が脱字となっている

立（山）の

立山の 己（おの）が 油足地猛
油地以を 身内の 花林亭糸迫

油を絞 る
見下ろして 汗も絞りつ

幻に
あい宿もなき 桃江回雛む：？～安政3 (1856)年。江戸の宮交。狂改は弥生疱

見ゆる姿は
立山地狂

桃本 みあい宿：迂い宿・相宿 雛丸に師事し、桃の本の号を譲られた。細木呑以は実子。
亡き親に

江永6年刊 r狂歌百物語Jより作成

表中の狂歌師の略歴につ いては以下の文献を元に作成した。

［新訂地補 人物レファレンス辞典 古代・中世・近世編n (1996~2006)あ～す」 r同 せ～わ.l、2007年、日外アソシエ ー ツ編兵部、

B外ア ‘ノシェ ーツ株式会社

r講談社日本人名大辞典」、2001年、上田正昭ほか監イら、滋談社
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別表2 近世後期の主な紀行文などに見られる地獄の名称

作 品名 著 者 成 立 年 作品内に見られる地獄

立山紀行 佐藤季昌 究政10(1798)年
叫喚、焦熱、阿¥.(凡てはー百二十六）
血の池
八寒地獄、甥地獄、等活、油屋、紺屋、

越中道の記
作者未詳 天保12(1841)年 室屋、 焦熱、百姓、鍛治屋、（八大地獄）

（五ケ山大牧入湯道之記） 十六宛別所小地獄、血ノ池、八寒地獄

立山ノ記 野崎雅明 文化9(1812)年 血の池

日本九杢修行日記 野田泉光院 文化12(1815)年
糀屋、紺屋、鍛治屋、鋳物師、酒屋、百姓、
無間、叫喚、血の池、タタラ

三の山巡 尾張藩士某 文政6(1823)年 血ノ池、紺屋地獄、米屋、鍛冶屋、密婦

耐寒・等括・黒縄・衆合・叫喚・大叫喚・
立山手引草 未詳 嘉永7(1854)年 焦熱・大焦熱・無間・（別所地獄）

血の池・双婦・不産女

越中旧事記 未詳 未詳
八大地獄（各十六別所あり）
血池

越中遊冤志 竹中邦香 明治18(1885)年
叫喚、無間｀八幡、等活、阿品、焦熱（八大）
紺屋·鍛冶屋・団子屋・油屋・百姓

凡例
この表は、以下の著書をもとに作成した。

立山紀行 『喚起泉達録越中奇談集越中修正11』所収、桂書房、2003年
越中道の記 『山岳宗教史研究17修験道史料集(I〕』543頁、五来菫編、名著出版、1983年
立山ノ記 『喚起泉達録越中奇談集越中修正11』所収、桂害房、2003年
日本九峯修行日記 『喚起泉達録越中奇談集越中修正11』所収、桂害房、2003年

三の山巡

立山手引草
越中旧事記
越中遊笈志

加藤基樹『「三禅定」考一成立と『三の山巡』にみる実態』
（『研究紀要』（富山県［立山博物館])vol18所収、2010年）

『「立山曼荼羅を聴く」 一 絵解きの世界』富山県［立山t尊物館］、1995年
成立年。作者未詳、富山県立図書館蔵
竹中邦香著、炭瀬誠編、言叢社、1983年
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